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1．は じめ に

　世界保健 機関や 環境省 で は UV イ ン デ ッ ク ス と呼 ばれ

る指標 を用 い て 紫外線対策を行 うこ とを推奨 して お り、

気象庁 で は 2005 年 5 月から UV イ ン デ ッ クス を用 い た

紫外線予測
．
卜青報の 提供を開始 した。

2．情報内容及 び 陦報作成手順

　気象庁が提供 して い る紫外線情報に は観測情報と予測

情報、解析情報が あ る u こ こ で は、紫外線予測及び 解析

情報 の 作成手順 につ い て 示 す。

2．1晴天時の 紫外線予測

　地 上 に到達する紫外線に大きな影響を与え る上空 の オ

ゾン 量を求め るた め、化学輸送モ デル （Shibata　et　al．，
2005 ；Shibata　and 　Deushi，2005）を用い て オ ゾ ン全量

の 分布 を予測 して い る。こ の 化学輸送モ デル に は、大気

中の オ ゾン に か か わ る 101 の 光化学反応が 組み 込 まれ て

い る。ま た、輸送過程 は セ ミラグラ ン ジュ 法 に よ り計算

され、格 千 点 は 水平約 300   間隔、鉛直 68 層で あ る。

　地 ．ヒに到達する紫外線 は オ ゾ ン によ る吸収 の ほ か に、

大気分子による散乱、エ
ー

ロ ゾル に よる散乱・吸収、地表

面反剔な どの 影響 を受ける rt こ れ らの 影響 は、太陽高度

角、標高、紫外線 の 波長によっ て も大きく異な る。気象

庁 の 紫外線予測 で は 、オゾ ン を含めこれ らの 吸収 ・散乱

の 影響を放射伝達モ デル （Aoki　et　al．，2002）を用 い て 計

算して い る。エ
ー

ロ ゾル 量は、これ ま で の 直達 日射 量 の

データ か ら算出 した光学的厚 さ （橋本，2006） を基 に 作

成 した全 国の A 毎の 累年平均データ を用 い て い る。地面

反射率は冬季に雪に覆われ る地方を除 い て、全国
．．一
律 に

緑地に対応する値を用 い て い る。目々 の ル
ー

チ ン 計算時

に は 、ル ッ ク ア ッ プ テ ーブル 方式 に よ り、日本付近を
1

20  格子に分けて 卸 寺の 紫外線量を予測 して い る．こ

の 予測 で は雲の 効果 は考慮して い ない の で 、こ こ で 算出

される紫外線は、晴天時の 紫外線量で ある。

2．2 天気考慮の 紫外線予測

　実際 に 地上 に到達す る紫外線 は 雲 の 影響を大きく受 け

た もの で ある。雲 の 影響 の 補正 は、こ れまで の 観測結果

と天 気 の 関係 の 調査をもとに 、 降水時や曇天 な ど天 気 に

応 じた補正係数を事前に 作成 し、晴 天紫外線量 に予測天

気 に対応 した補 正係数を乗 じ る こ とに よ り行 っ て い る。

2．3解析紫外線量

　解析情報 は紫外 線 の 全国分布 の 変化を、晴 天 時 の 紫 外

線量 に 当 口の 雲の 影響に よ る補正 を行・⊃ て推定 した もの

で ある。雲 の 影響の 補正 は、近傍 ア メ ダス 観測所 の 凵照

時間と降水量を距離 で 荷車平均 した値を用い て 行 っ て い

る。こ こ で 用い る補正 係数 も、天 気考慮の 補正 係数 同様、

こ れ まで の 観測結果を基 に した調査に より決 めて い る。

3．紫外線情報の精度

　図 1に 、 紫外線観測地点 にお ける 2004年の 12時のデ

ータの うち雲の影響が無視で きる 261 例につ い て、晴天

時予測紫外線量 と実際 に 観測 され た 紫外線量の 関係を示

す。こ れに よ る と、予測値 と観測値 は よ く対応 して お り、

平均誤差 （ME ）は O．O、二 乗平均平方根誤差 （RMSE ）

は 0．5 で あ っ た ． 天 気考慮の 予 測紫外線量と解析紫外線

量 につ い て は、12 時 の 全デ
ー

タ （1420 例）に よ る ME

は 前者が 0．2、後者が O．3、RMSE は 前者が 1．9、 後者が

1．4 で あっ た。晴天時予測紫外線量の 誤差要因 として はオ

ゾ ン の 予測誤差、エ
ー

ロ ゾル の 日々 の 変動などが考えら

れ る。
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　　　　　　　　 晴天 時予測値
図 1　 晴天時予 測紫外線 量 と観測された紫外線 量の 関係 （札幌、
つ くば、鹿児 島、那覇 グ）2004 年 12時）
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